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 覚え書・パリ，サント・シャペルの薔薇窓
高　野　禎　子
 Etude sur la rose de la Sainte-Chapelle de Paris
 Yoshiko TAKANO
　　La rose de la Sainte-Chapelle de Paris illustre l'Apocalypse de saint 
Jean : elle a été refaite à la fi n du XVème siècle （vers 1498） en reprenant 
le sujet de la rose d'origine.
　　La rose se compose de 87 compartiments, pour lesquels nous avons 
observé 5 points capitaux à prendre en considération : les couleurs des 
vitraux, la technique, les sources iconographiques, la relation entre texte 
et image, et le traitement particulier de 1'auteur, saint Jean, dans les 
premiers fuseaux (1-7 et 10). Notre attention ayant été attirée par une 
densité inhabituelle d'images tirées des chapitres VI, VIII, XIV et XVI de 
l'Apocalypse, nous nous interrogerons, dans un futur article, sur les 
raisons de leur présence et sur la place toujours importante dévolue à 
saint Jean dans une œuvre, cette si charmante rose, créée à l'aube de la 
Renaissance à Paris.
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　2015 年 1 月 1 日，フランスから一通のメールが届いた．パリ在住のス
テンドグラス研究者，クロディ̶ヌ・ロティエさんからの年賀状である．
《Bonne Route en 2015!；2015 年，どうぞ良い旅を》と書かれている．横
になったハート型のステンドグラスは，右下の添え書きの通り，パリのサ








Un ange fait rouler une meule vers la mer
Vers 1485-1498
図 1　ローティエ氏よりの年賀状《碾臼を海に投げ込む天使》パリ，サ






















































図 4　サント・シャペル西薔薇窓，直径約 9m，1485-98 年
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再構築というに相応しいものだった，という．13 世紀の窓の位置より，
























　第一層目のフュゾの数は 6 個である．第二層目は倍の 12 個となり，合
計 18 個のフュゾで薔薇窓の全体は構成される【図 5】．各フュゾの内部は，








第一層目の 6 個のフュゾを辿ってみよう．次いで第二層目に移り，計 12
個のフュゾを，同じ時計回りで辿りながら全場面の解読を進めてゆく．
　ここで結論の一端を先取りしておきたい．この薔薇窓の各区画には，「ヨ






その際個々のスフレを含む全 87 区画の番号は，原則として Painton 
Cowen の著書（2006 年）8 に依る【図 6】．各フュゾのナンバリングを小









Corpus Vitrearum［以下 CV と略記］；G）《七基の燭台に囲まれた人の
子と足元にひれ伏す聖ヨハネ，アジアの七教会》【図 7】





































〔スフレ 3〕（Cowen；3,CV；D-4）24 人の長老の一部（4 人）と聖マ
タイの天使，聖マルコの獅子．
〔スフレ 4〕（Cowen；5,CV；D-5）24 人の長老の一部（4 人），聖ルカ
の牛，聖ヨハネの鷲で，いずれも翼には目が付けられている．
〔スフレ 5〕（Cowen；2,CV；D-1）24 人の長老の一部（10 人），彼ら
は皆楽器を手に掲げている．












が下の〔スフレ 3〕，〔スフレ 4〕に分かれて，24 人の長老達とともに
讃美する荘厳な光景が展開している．特に上方の神の周囲，四活物の
背景地には赤が用いられており，長老達の白い衣との対比が目立つ場








































































































〔スフレ 19〕（Cowen ； 19,CV；F-5）祭壇の下の魂たち，天蓋の下で
キリストの半身が見えている．小建築物のごとき祭壇が描か
れ，その下に白ガラスで表現される魂達がいる．魂は　人間の































〔スフレ 22〕（Cowen ；22,CV；E-1 修復多し）四つの風をもつ天使．
 【Ap.VII:1】
〔スフレ 23〕（Cowen ； 23,CV；E-4）玉座の前で棕櫚等をもつ白い衣
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の人々． 【Ap.VII:9-12】　





























26-30）《第七の封印を解く，7 人の天使が 7 つのラッパを吹く，聖人の
祈り，天使が祭壇の火を地面に投げつける》【図 12】
図 12 〔フュゾ 8〕第七の封印を解く，天使が祭壇の火を地面に投げつける
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①場面の情景　　



























〔スフレ 32〕（Cowen ； 32,CV；D-8）第二のラッパを吹く天使，燃ゆ
る山の如きものが海に投げられ，海の三分の一が血に変じ，船
の三分の一が滅ぶ． 【Ap.VIII:8-9】
























































〔スフレ 39〕（Cowen ； 39，CV；C-8）大いなるユーフラテス川のほ
とりにつながれた四人の天使を解放する． 【Ap.IX:14】
〔スフレ 40〕（Cowen ； 40，CV；C-10）騎兵の数は 2 億，三分の一の
人は殺される． 【Ap.IX:16-19】
〔スフレ 41〕（Cowen ； 41，CV；C-7）虹に座す天使がヨハネに開い
た本を渡す． 【Ap.X:1,8】






































































































































































〔スフレ 69〕（Cowen ； 69,CV；F-7）修復多し．第六の鉢をあけると，
ユーフラテス河の水が涸れる． 【Ap.XVI:12】












































































































〔スフレ 80〕，〔スフレ 81〕，〔スフレ 83〕；王家の紋章，百合，王冠，








図 19　仏王家の白百合の紋章とシャルル 9 世の頭文字































・〔フェゾ 18 個〕第一層目のフュゾ 6 個は，中央のキリストの真上から
時計回りに進む．ここには「黙示録」第 4 章～第 7 章までの情景が描
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かれる．第二層目のフュゾ 12 個には，第 8 章～第 21 章までが描か
れている．「黙示録」は第 22 章 21 節で終わるが，特に第 16 章まで
は丁寧に扱われている．第 17 章，第 18 章はひどく駆け足になり，
第 20 章に至っては殆んど描かれず，第 21 章《天上のエルサレム》
のみ一場面に凝縮して描かれている．最終章の第 22 章は全く描かれ
ていない．
・〔丁寧な章〕次の四つの章；第 6 章，第 8 章，第 14 章，第 16 章である．
〔フュゾ〕および〔スフレ〕の数でいうと，第 6 章は〔フュゾ 4〕，〔フュ
ゾ 5〕，〔フュゾ 6〕の計 12 個のスフレより成る．第 8 章は〔フュゾ 8〕
と〔フュゾ 9〕の計 9 個のスフレより成る．第 14 章は〔フュゾ 15〕















　Ms.403 de la Bnf ； Ms.latin 688 de la Bnf ； Ms.815 de la Bm de 
Toulouse ； Ms.Francais 13096 de la Bnf etc.
・〔下絵画家〕近年の研究により窓の下絵を描いた画家として，例えば
アンリ・ド・ヴルコプ Henri de Vulcop をはじめ，15 世紀の写本画
家達；Maître des Dreux-Budé その後継者と目される Maître de 
Coetivy や Maître de Jacques de Luxembourg,  Maître de la Châsse 



















　　・Painton Cowen , Rose Window, Thames and Hudson, London, 2005.
 2　パリ，サント・シャペルに関する文献は膨大だが，パリのコンシエルジュリで開催
された展覧会の文献目録を参照のこと．
　　・ Pierre-Yves Le Pogam , Christine Vivet-Perclet, Catalogue de l’Exposition 
SAINT LOUIS, Editions du Patrimoine,Centre des Monuments Nationaux, 
2014.
　　・ 高野「パリ，サント・シャペルのステンドグラスーエゼキエルの窓を中心にー」，
『清泉女子大学キリスト教文化研究所年報』第 21 巻，2013 年，pp.87-115.
 3　サント・シャペルの薔薇窓については，Françoise Perrot 氏の著書や論考参照のこ
と．
　　・ Fr.Perrot,“ Prolégomène à l’étude de la rose de la Sainte-Chapelle : les 
panneaux du XIIIème siècle” dans Iconographia , Mélanges offerts à Piotr 
Skubiszewski, Poitiers, 1999, pp.183-186. 
　　・ Id. “ La Rose de la Sainte-Chapelle et sa Reconstruction ”，La Sainte-Chapelle 
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de Paris , Royaume de France ou Jérusalem Céleste?, Actes du Colloque 
International (Paris, Collège de France,2001, édités par Christine Hediger), 
pp.197-210.  
　　・ Jean-Michel Leniaud et Fr.Perrot, La Sainte-Chapelle, éd. Du Patrimoine, Centre 
des Monuments nationaux, Paris, 2007, esp.pp.185-195. 
　　・ Yves Christe, “The Bible of Saint Louis and the Stained Glass Windows in the 
Sainte-Chapelle, Paris”, Fac-Similé ； The Bible of Saint-Louis, vol.2, 






図 20　薔薇窓の中央部分 ; 聖ヨハネは三回登場
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ィリア王家の城郭の紋章が表わされている．　
 6　〔フュゾ数〕18 × 4〔スフレ数〕+12（最外殻の間にくる小区画数）+1（中心部オ
クルス）+2（窓下部の左右の小区画）=87 が総区画数となる．ただし 9 区画に 19
世紀の修復が入るという．
 7　「黙示録」の描かれた 13 ～ 15 世紀の薔薇窓は以下の通り．ラン大聖堂東薔薇窓，
シャルトル大聖堂南薔薇窓，アンジェ大聖堂南薔薇窓，サント・シャペル西薔薇窓
である．Cf．高野「薔薇窓の黙示録―シャルトル大聖堂の南薔薇窓を中心にー」，『黙
示録の美術』，〈ヨーロッパ中世美術論集 2〉，竹林舎，2016 年，pp. 319-348.
 8　上記（註 1）の著書 Cowen による．
 9　Marcel Aubert, Louis Grodecki, Jean Lafond, Les Vitraux de Notre-Dame et de la 
Sainte-Chapelle de Paris (Corpus Vitrearum Medii Aevi), France I, Paris,1959.
10　〔フュゾ 2〕内のスフレ番号を，筆者は Cowen とは異なる順序で読み解いている．
そのため番号の異動が起きた．
11　実はやや下方の〔フュゾ 3〕の〔スフレ 8〕に黙示録の長老達が登場し，その数は
6 人である．〔フュゾ 2〕の 18 人にこれを加えると丁度 24 人となる．つまり「黙








14　この〔スフレ 30〕こそ，聖王ルイの 13 世紀半ばの薔薇窓にもあったとされる「黙
示録」VIII:5 の場面である．同じ場面の比較により新旧二つの薔薇窓の在り様を比
べることのできる唯一の共通項である．
15　ここには「黙示録」第 10 章第 6 ～ 10 節の《巻物を食べるヨハネ》の場面が登場
していない．









18　「黙示録」第 16 章に九区画という多くをあてたのに対し，第 17 章と第 18 章は一
区画しかあてていないのは何故か．構想者は《バビロンの大淫婦》のみで充分と判
断したのだろうか．





　　・ Ina Nettekoven, Der Meister des Apokalypsenrose der Sainte Chapelle und die 
Pariser Buchkunst um 1500, Turnhout,2005, esp., pp. 30-41. 
　　・ Nicole Reynaud, “Le Maître des Très Petites Heures d’Anne de Bretagne”, 
dans François Avril et Nicole Reynaud, Les Manuscrits à Peinture en France 
1440-1520, Paris, 1993, pp.265-269. 
21　ステンドグラスに見る黙示録の著者としての聖ヨハネについて，拙カタログを参照
されたい．
 　　・ 高野『カタログ・聖ヨハネ伝の窓』，2013 年（同仏語版 Répertoire des vitraux 
du Moyen Age figurant la Vie de saint Jean l’Evangéliste en France et en 
Angleterre, 2014）．

